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○農業産出額についての一考察

農林技術開発センター

干拓営農研究部門長

高瀬　泰　司

園

長崎県の農業産出額は2017年で1632億円と全国的に減少しているなかで、8年連

続で増加しています。県に入って40年程になりますが、長崎県の1980年の農業産出

額を見てみますと1528億円となっています。部門ごとに見ますと米、豚が減少し、野

菜と花き、肉用牛が増加しています。特に野菜は1980年は172億円、1990年288億円、

2000年338憶円、2010年433億円、2017年525億円と10年ごとに約100億円ずつ増加

しています。

野菜担当として活動したこの期問を振り返ってみますと、80年代は早進化や前進
化という表現で少しでも単価の高い時期に出荷が可能なトンネル栽培を推進してい

ました。90年代に入りますとトンネルからハウスへの移行が進み、いちごやアスパラ

ガス、トマト等の施設化が推し進められました。2000年代になると基盤整備が進み、

トラクター等の機械や選果場等の選果機導入など機械化が進んできました。

近年は施設化については高度な統合環境制御装置を導入して光合成作用を最大

限に発揮させ、収量向上を目指しておりますし、機械化についてはAIやロボット技術

を活用し自動で走行する無人化を図ろうとしています。さらに、センサーやカメラを活

用しデータに基づいた管理を行い省力化を図ろうとしています。いわゆるスマート農

業です。
長崎県は離島“半島、中山間地が多く、大消費地から遠隔地にあります。地理的、

地形的な条件に恵まれていないことから、狭地においては労働集約的で、高単価の

時期に販売できる施設化を推進し、土地条件のいい圃場では機械化を進め、農業産
出額や農業所得の向上に取り組んできたのではないかと思います。施設化、機械化
は今後、さらに進化し、高度化、自動化がキーワードになるのではないでしょうか。

近い将来、夜間に自動で無人トラクターが走行し、播種や収穫作業が終了していた
り、フィールドサーバーを活用して病害虫の発生を予測し、ドローンによるセンシング

で農薬散布が自動化する時代がすぐそこまできているようです。

○アスパラガスのインセクタノープラント候補“スカエボラ’’

アスパラガスは、アザミウマ類、ハダニ類などの被害が深刻な問題となっており、

薬剤散布だけでは上手に防除できない圃場が多く見られます。そこで、様々な施設

野菜で活用されている天敵「スワルスキーカプリダニ（以下、スワルスキー）」と「天

敵に優しい化学農薬」を組み合わせた害虫防除を目指し、研究に取り組んでいます
が、さらに「スワルスキー」に

餌となる花粉などを供給して

くれる植物として、“スカエボラ”

という花を植えています（写真

の植物）。今後は、スカエボラ

の植栽場所や間隔、管理方法

について解明し、アスパラガス

害虫の防除技術を開発します。
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お盆出荷に逼する白色夏秋小ギク新品種「長崎SWCl」

●背景“ねらい

小ギクはお墓や仏壇に供える花としてお盆期に高い需要がありま

す。しかし、小ギクの開花時期は気象条件によって左右されやすく、
毎年安定して狙った時期に出荷することが困難です。そのため本セ
ンターでは、小ギクの交雑育種に取り組み、その中で、草姿が優れ、

お盆期に開花する赤紫色系統を選抜しました。

今回、その系統を材料とし、重イオンビーム照射によって、花色が
白で開花時期の安定している「長崎SWCl」を育成しましたので、そ
の特徴について紹介します。

※重イオンビーム照射“‥原子をイオン化したものを重イオン加速器で加

速し、植物体に照射することで、ピンポイント的にDNAを損傷し突然変異を

起こさせる手法。

表1耕種概要および平均収穫日、到花日数

聞閏田園語間醒醒
2017　赤紫色系統　4月19日　6月13日

2018　赤紫色系統　4月13日　6月11日

表2「長崎SWCl」の切り花品質

2017

2018

8万4β　　　52．8

8月4日　　　52．0

8万4B　　　54．1

8月4日　　　54．6

農産観芸研究鵜
花“き・生物工学彿安室

土庄研究員　亥イ紡麻子

写真「長崎SWCl」の草姿

長崎SWCl l12．0　　　60．6　　15．1　　0．1　　52．3　　19，8　　　3．8

赤紫色系統　113，1　　60．4　　14．5　　　0．2　　　50．0　　16．8　　　3．9

長崎SWCl l19．1　　61．3　　15．5　　　0．8　　　54，8　　　24，3　　　3，2

赤紫色系統　123．3　　65．9　　15．6　　　0．8　　　57．4　　　20．3　　　3．3

Z）切り花の先端から下方30cmまでに発生した花蕾のついた側板

y）切り花の先端から下方30cmより下に発生した花蕾のついた側板
X）切り花を長さ80cmに調整した後、有効側板以外と下葉20cmを除去して測定

●研究成果

「長崎SWCl」は、赤紫色系統の花色のみが変異した品種で、自然日長下での季咲きは6月

下旬ですが、定植から6月中旬まで夜間電照処理を行うことによって、開花を8月上旬に抑制す
ることが可能です。夜間電照処理打ち切り（消灯）からの到花日数は、年次変動が少ないため、
毎年安定した出荷時期が見込まれます。葉は立菓〃小葉で草姿が良く、不要な芽の発生が少な
いため、出荷調整がしやすくて省力的です。
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トマト促成栽培における黄化葉巻喬耐扁性品種「麗句」の収童性

●背景“ねらい

トマト黄化葉巻病はトマト黄化葉巻ウイルスによる病害で、タバココナ

ジラミによって媒介されます。トマト黄化葉巻ウイルスに感染すると、新

葉の葉縁から退緑、黄化し葉巻症状がおき、やがて絹業症状となって

開花しても結実しづらいため収量が激減します。また、発病すると回復

は望めず、他の株への伝染源となるので、抜き取って圃場外に持ち出

して処分することから、発病が直接の減収要因となります。

そこで、黄化葉巻病に耐病性を持つ品種「麗句」と種病性品種である

「麗容」との栽培比較試験を行いました。

表「麗句」および「麗容」の収量と可販果割合

農産園芸彿究劫伸
男∵案‾　彿∵究∴室

＿主任彿究黄．柴田∴哲平

品種　耐病性
総収量　　可販果収量　不良果収量　可販果割合

麗句　　0　　19．3（81）　16，1（88）　　3．2　　　　83．4％

麗容　　　　　　23．7（100）18．2（100）　　5，5　　　　76，9％

※（）内の数字は「麗容」を100とした場合の比率

※栽培期間中、両品種ともに黄化葉巻病の発生なし

※不良栗は、奇形果、空洞果、尻腐果、裂果および80g未満の小栗

＿＿＿園田国璽曲胴囲 

星剛胆旧 
012　3　4　5　6　7　8　910111213141516171819202122232425（欠株率（％））

●研究成果

図「麗句」の販売額－（「麗容」の販売額×欠株率）の試算
※販売額は（可販果収量×単価）－種子代で算出

黄化葉巻病耐病性品種「麗句」は、「麗容」に比べ総収量が約2割、可販果収量が約1割少なく

なりましたが、可販果割合は「麗容」より高くなりました。また、黄化葉巻病の発生による「麗容」

の欠株率が12％以上になると「麗句」の10a当たり販売額は「麗容」より高くなることが明らかにな

りました。
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インセクタリープラントを活用した暖地二期作lルイショの環境保全型害虫管理

●背景〃ねらい
バレイショ栽培では、病害虫の発生および被害防止のため化学農

薬の散布が必須となっていますが、近年の環境保全型農業への意識
向上およびニーズ増加のため、インセクタノープラントを活用した環境
保全型害虫管理技術の開発に取り組みました。

前年度までの結果から暖地二期作バレイショにおいて有望とされた
インセクタノープラントの組み合わせである、春作期間でのヘアリーベ

ツチとヒメイワダレソウ、秋作期間でのソバとヒメイワダレソウを植栽し
た圃場で、天敵類に影響の少ない農薬を用いて、土着天敵の定着〃
温存によるバレイショ害虫密度の抑制効果を検証しました。

農産園芸石尻究劫Pヲ

′馬鈴薯研究室

主任研究費　〟本　ノ廼

ヒメイワダレソウ（通年）　　　　　へアリーベッチ（春作）　　　　　　ソバ（秋作）

写真：暖地二期作バレイショ栽培で有望なインセクタノープラントの組合せ

挽藍冒したインセクタリープラントに傷、バレインョと共通の病害虫傭発生し舌せん。

100
“■縁霊1天聴

‾□“盤1ヵ雪シ麺

Sn園田〇〇図g営団

15

0　　　　　　　　　　　　0

二糖1天職

：豊誤1チョウ日勤

1｝｝1葛01〇・lS

Ur1レ

高畠両年黒や詳

薬剤散布時期

1ウ‥iPM体系

図　春作におけるアブラムシ類とその天敵類の発生消長　図秋作におけるチョウ目害虫とその天敵類の発生消長

●研究成果

暖地二期作バレイショ栽培でインセクタノープラントを植栽し、天敵に影響の少ない薬剤でバ
レイショの防除を行うと、土着天敵類が定着“温存され、バレイショ圃場の害虫密度が抑制され
ることがわかりました。この結果、農薬の散布回数を削減することができました。

今回の結果を「暖地二期作バレイショ栽培におけるインセクタノープラントを活用したIPM防除
アル」としてまとめ、農林技術開発センターのHP上で公開しています。
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採　材　シ　ミ　ュ　レ　ー　シ　ョ　ン　ツ　“　ル　の　開　発

森林研究劫Fヲ
●背景“ねらい

県内では利用間伐が進んでいますが、その林分から出材される材
については、伐採“玉切り後でなければ分かりません。そこで、その

林分におけるもっとも有利な採材方法を検討するため、プロット調査
の結果から玉切りの長さを入力することで、採材集計表を作成し、
出材のシミュレーションを行うツールの開発が求められています。

採材集計表の作成手順 

1．立木採材表にプロット調査の樹高と胸高直径を入力する（表1） 

2－採村長欄に一番玉からl側こ採材長を入力する 

3．樹高と胸高1．2mから相対高Xlを求め、相対幹曲線から相対半径Y． 

を求める（図1） 

相対幹曲線式は、 
ヒノキ：y＝0．3873X3－0．9103X2＋1．0762X－0．0137 

スギy＝0．8333X3－1．4713X2＋1．2069X 

4．3と同様、一番玉末ロの高さの相対高X2から相対半径Y2を求める 

5．Y、とY2の比を基に、一番玉末口の直径を下記の式から推定する 
一番玉末口直径＝胸高直径×（Y2／Yl） 

6．長さ別“末口径別に出材される材の本数が集計される（表2） 

表1立木採材表（入力表）

NO �l封鷺 �胸高tg径 �i蹟∴∴∴∴in 
（m） �（cm） � 

1 �24 �30 � �3 �3 �3 �3 �3 �3 �3 28 �26 �22 �20 �16 �12 �6 

2 �24 �30 � �3 �3 �3 �4 �2 � � 28 �26 �22 �18 �16 � � 

3 �26 �30 � �3 �3 �3 �4 �2 � � 10　　i �28 �26 �2き �20 �18 � � 

4 �22 �28 � �4 �4 �4 �4 �3 � � 26 �22 �18 �12 �6 � � 

5 �28 �34 � �4 �4 �4 �4 �3 �3 � 32 �28 �24 �20 �16 �12 � 

6 �28 �26 � �3 �3 �3 �4 �2 � � 24 �22 �20 �18 �16 � � 

●研究成果

＿主庄節男貫∴祢局魔人

00　0102　03　04　05　06　07　08　0910

相対高

図1長崎県スギ人工林における相対幹曲線

表2　採材集計表（出力表）

1曹長 � �軍種 �握i樹 �実り �細腰 �越i要 � �軍義教 

2m �2 �● �tm �2 �● �書の �2 �● 

4 �● ��4 �● ��4 �● 

e �● ��e �℡ ��8 �● 

8 �● ��8 �● ��8 �● 

10 �● ��10 �● ��1° �● 

12 �● ��12 �霊 ��12 �〃 

14 �● ��14 �● ��14 �● 

18 �t ��18 �暮 ��te �● 

18 �● ��18 �● ��18 �● 

20 �● ��20 �書 ��20 �℡ 

22 �● ��22 �● ��22 �1 

24 28 �● ��24 28 �℡ ��24 28 �〃 

● ���● ���〃 

28 �● ��28 �● ��28 �〃 

30 �● ��30 �● ��30 �● 

32 �● ��32 �● ��32 �1 

34 �● ��34 �● ��34 �● 

se �● ��38 �● ��38 �● 

38 �● ��38 �● ��38 �● 

40 �● ��40 �● ��40 �● 

42 �● ��42 �● ��42 �● 

44 �● ��44 �● ��44 �● 

48 �● ��46 �● ��48 �● 

48 �● ��48 �● ��48 �● 

so �● ��50 �● ��so �● 

さす � �3 � �I �l● � � �11 

採材集計表は、立木プロット調査から得られたデータを基に、もっとも有利な採材方法を試算

言するためのシミュレーションツールです。さらに、この表と価格表を連動させることで販売額の試
二　ノ　算が可能です。
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冷温定温貯蔵庫を利用した早生ワンシュウミカンの貯蔵を可能にする果実生産技術

●背景〃ねらい

早生ウンシュウ「原口早生」は、じょうのう膜、果肉がやわらかく食味良好なた
め、年明け以降の市場ニーズもあり、供給体制の整備が望まれています。しか
しながら、樹上に長期間着果させると浮き皮や寒害等の果皮障害栗が発生す
るとともに、隔年結果の発生要因となりやすいという問題点がありました。
そこで、温湿度を細やかに管理できる貯蔵庫を利用し、早生ウンシュウミカン

を年明け以降に出荷するため、植物成長調整剤（ジベレリン（GA）およびプロヒ
ドロジャスモン（PDJ）を混合散布（以下GP処理））することで、貯蔵に向けた最

適な生産技術を明らかにしました。

表1収穫時期とGP処理の有無による「原口早生」貯蔵約60日後の果実品質（2016年）

鵠　処理区　糠蓋果皮色 �　貯蔵6 糖度酸含量 �1日後 果皮色 �浮き皮 
（a★値） �発生度 

GA2ppm＋PDJ25ppmll．9　0．8617．4 11月 �12．8　　0．63 �25．8 �1．7 

13．1　　0．58 �25．1 �2．9 上卸　　　無処理　　　12．3　　0．78　17．8 

n．S．　　　　n．S． � �n．S． 有意性X　　　　n．S．　n．S．　　n．S． 

GA2ppm＋PDJ25ppml1．8　0．63　20．3 11月 �12．4　　　0．50 �24．3 �0．0 

12．2　　　0．56 �24．0 �1．7 下旬y　　　無処理　　　11i6　0i72　　20・2 

有意性X　　　　n．S．　n．S．　　∩．S． �n．S．　　　　n．S �n．S． �n．S． 

Z各処理区60果平均、ただし糖度、酸含量は40果平均

y各処理区30果平均、ただし糖度、酸含量は20果平均
×糖度、酸含量、果皮色はt検定、浮皮発生度はマンホイットニーのU検定により符号が付いた項目にお
いて5％水準で有意差あり。nSは有意差なし。

表2　GP処理濃度の違いによる「原口早生」貯蔵約60日後の果実品質（2017年）Z

収穫後　　　　　　　　　　　　　貯蔵63日後

処理区　　　精度　酸含量　果皮色　糖度　酸含量　果皮色

（Br高　　　くdlOOmi〉　　（a賀伯）　　（BriX）　（dlOOmi）　（a当虚）

GA2ppm＋PDJ25ppm ll．9ab O．70ab　　24．Oa　12．4ab O58b　　27．2a

GAIppm＋PDJ25ppm　122a O80a　　23．6a　12，6a O．64a　　26．9a

無処理　　　　　11．6b O．66b　　23．5a　　120b O58b　　26．9a　　12．8a

果街‘・茶彿究新デ
カンキツ研．芳書

＿主庄研究員／若君彩香

収穫後（11／9）　貯蔵後（1／31）

（参考）冷温定温貯蔵庫の貯蔵条件

予措　　　　1．2－1．7％

設定温度　　3℃（±0．3℃）

諜隷墨豊藷譜含量・果皮色はTukeyの多重検定・浮き皮発生度はSteei‾Dwassの多　湿度

85％

（変動幅3－4％）

●研究成果
11月上旬または下旬収穫の「原口早生」を61日間貯蔵した果実の糖度は、無処理と同程度でGP

処理による差はありません（表1）。GP処理による貯蔵後の果皮色への影響はほとんどありません
（写真）。また、GP処理をした果実で貯蔵63日後の浮き皮の発生が有意に抑えられ、GA濃度によ
る効果の差はありません（表2）。したがって、早生ウンシュウミカンで9月上～中旬に植物成長調
整剤を低濃度で散布し、11月上～中旬に収穫した果実を、冷温定湿貯蔵庫で予措および貯蔵する
と、貯蔵約60日後まで浮き皮果の発生を抑えることができます。

※本研究は「革新的技術開発“緊急展開事業」（うち地域戦略プロジェクト）「β－クリプトキサンチンの供給 

源となる国産カンキツの周年供給技術体系の実証」（平成28－30年度）を活用し、実施しました。 
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ハウスモモ「さくひめ」のDVRモデルによる加温開始時期の判定法

栗紛・黍効．碧劫戸ヲ
ビワ∴落葉栗紛研究室

圭‾庄研究賞i　彪I本筋子

●背景〃ねらい

近年、温暖化の影響により休眠覚醒のための冬季の低温が確保しにくい

年が見られ、ハウスモモ栽培ではビニールの被覆時期の決定に苦慮してい

ます。そのような中、農研機構育成のモモ「さくひめ」は低温要求量が少なく、

温暖化対応品種として普及が注目されています。

そこで、本研究では「さくひめ（おはつもも台）」のハウス栽培における作型
や加温開始時期の検討を目的として、DVRモデルを利用した加温開始期の
判定法を検討しました。

さくひめ

－62024283236回4448525660646872768016202428323回44485256606468727680162024283236匹h4485256606468727680

日用白鳳　加温開始後日数

162024283236回448525660646872

加温開始後日数

加温開始後日数 加温開始後日数

7680162024283236庭〕44485256606468727680162024283236回44485256606468727680

加温開始後日数　　　　　　　　　　加温開始後日数

図1加温開始時のDVI値の違いによる「さくひめ」および「日用白鳳」の開花率の推移
（ポット試験、DVI値06－1．1調査　ただし2016年産は1．0まで）

●研究の成果

開花に必要な加温開始時のDVI値は「さくひめ」は0．7以上、

「日用白鳳（対照）」は1．0以上で、「さくひめ」は「日用白鳳」より

少ないDVl値で安定して開花すること（図1）、結実率は「さくひめ」

は加温開始時のDVI値が0．7で50％以上となり生産量が確保でき

ることがわかりました（図2）。（※本研究では農研機構が開発した

モモ「白鳳」のDVR（発育速度）モデルを利用しました。）

「さくひめ」は、「日用白鳳」と比較してDVI値が0．3ほど少ない

段階で加温が開始できます。ただし、低温に遭遇するほど加温

開始から開花までの日数が短くなるため、効率的な加温開始時期

については現在検討中です。

園

100
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0．6　07　0．8　0．9　1　11

DVI値

図2　加温開始時のDVl値の違い
による「さくひめ」および「日用
白鳳」の結実率（2018年産）
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チヤ「せいめい」「はると34」の収量性・被覆特性について

●背景〃ねらい
これまでの日本茶業は「やぶきた」偏重の生産体系であったため、

病害虫の多発や作期の集中、香味の画一化など弊害が顕在化して
います。また実需者のニーズの多様化も進み、これらに対応した新

品種が必要とされています。このような中、粉末茶への加工適性が
ある「せいめい」が農研機構で育成され、また極早生の品種「はると
34」が宮崎県で育成されました。本研究では、これら新品種の収量

性および被覆特性について検討しました。

表1「せいめい」、「はると34」の収量性
一番茶

表2「せいめい」、「はると34」の被覆特性
一番茶荒蕪成分　　　　　一番茶製茶品質

品種名　　処理　全窒素　アミノ酸　タンニン　繊維
（％）　（％）　（％）　（％）

せいめい

はると34

外観　内質　計

［亘］顕す［三国［二三二］回田［≡］圏
露地　　5．6　　4．3　11．5　21．713．317．5　30．8

L‾露‾‾lL言「匝言「「‾亘ヰ「垂「「甲田巨互
露地　　5．8　　4．3　12．3　20．214．219．7　33．8

果御・茶研究劫Fヲ
黍∴業i　彿∴究∴室

彿究貫∴中居倭宕

写真　寒冷紗による被覆

注1）外観（形状、色沢）および内質（香気、水色、滋味）は、各項目10点の計50点満点評価、
5名の合議制で審査しました。

注2）数値は3カ年の平均値を禾しています。

●研究成果
「せいめい」、「はると34」は、一番茶、二番茶ともに「やぶきた」より生葉収量が多いことが

明らかになりました（表1）。また、両品種ともに被覆をした場合、全窒素およびアミノ酸が増
加し、タンニンおよび繊維が減少しました（表2）。さらに被覆によって、製茶後の外観と内質
が向上し、露地に比べ品質が優れることが明らかになりました（表2）。
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黒毛和種繁殖雌牛の給与飼料設計に活用できる簡易な計算表の作成

●背景“ねらい

黒毛和種繁殖経営において、必要な栄養分を過不足なく給与
することは、飼養管理の基本です。受胎率“分娩間隔等の繁殖成
績の改善は、繁殖農家の所得向上に直結します。しかしながら、
これまで長年の経験や勘に頼った飼養管理を行ってきた繁殖農

家では、給与資材ごとの栄養成分や、日本飼養標準等に基づく
飼料計算は敬遠されがちです。そこで生産性に重要な少数の項
目を用いて、繁殖農家でも利用しやすい簡易な飼料設計計算表
の作成を検討しました。

＜計算表の活用例＞繁殖牛群（平均体重450kg程度）の維持期飼料設計

給与の中心としたい資材

ソルゴーサイレージ：約6kg／頭／日

濃　厚　飼　料　：約2kg／頭／日

◇手順1：自家生産粗飼料の栄養評価

．’i暮・比重・リル　ン（i一球亀窟）の豊転調薗

でんぷん意

力バク賃葉

※あくまでも飼料分析を行って　　越境素
いない場合の応急的な対応です。義軍

葉蘭可

これまでの当部門飼料分析結果によると、県内の自家
生産粗飼料は標準的な栄養価より低い場合が多いため、
半分程度の栄養評価0．5とします。

（決して良いことではありませんリ

◇手順2：給与量の入力

ム型よ給 �給与翌 （kg） ��乾物 （9） �TDN （ke） �CP（9） （タンパク質） �NFC（9） （でん薫ん） �脂肪 （g） 

ツルゴー �61 �1．602 �618 �69 �222 �21 

2 �1，740 �1，1短 �244 �800 �35 

合計　　　　8　3，342 ���i，工78 �基蝿 �・卓，022 �56 

／i【てん札】NFC勘合（適正∴20胴座） ����30、6 �i＼ ＼ ））－、、 

璧皇室参鯛牛の維緋必要な要分量（日本飼識 
i体重巨DN（kg）十三P（g）i �����∴不足「 

◇手順3i補足資材の選択と給与量の探索

匝ノ、

善一屋研究勃Fラ
ス”家畜一劾㌧第㌧室

章iF

＿重圧節男貫，〟侮新暦

飼栂分析結果等を参考

に規定値として設定

縮　写　量

NFC爪的×1∞（20％曲集が案正）

‡

日　本　館　義　糠　か

自動対岸

図1計算表の概要

ソルゴーサイレージ6kg、濃厚飼料2kgの給与では日本飼

養標準の必要養分量が満たせないことが分かります。
では、何をどれくらい足せばいいのでしょうか？

！この計算表で示される結果は、あくまで概算値であり、数値自体が絶対的な費分）
一畳を示すものではありません。それぞれの農場において、どの程度の値のとき牛の：

：状態が良くなるか調査一記録を行いながら、農場固有の基準値を把握する必要があー
－ります。

給与量∴∴乾物 〈kg〉（9） ��TDN （kg〉 �CP（g） 〈タンパク綻） �NFC（9） （でんぷん） �脂肪 （g〉 

稲わら　　　　　　6　5，076 ��1，213 �167 �320 �48 

ソルユー　　　　611，602 ��618 �69 �222 �21 

ilI740 �1，166 �244 �800 �35 

合計　　　14　8，418 ��3．00 �4華 �：乱342 �104 

iiてんl細NFC割合（適正；20％寵料 ���15．9 �＼ 頭重夢 

究成果 

一例ですが、稲わら6kgを追加すると、概ね必要養分量を満た

すことができ、NFC割合も許容範囲になることが分かります。

あまり良くない補足例
i△単味飼料（大豆粘、とうもろこし等）で補足する場合乾物量不足に注意

；盆ソルゴーサイレージ増給で輔足する場合でんぷん過多に注意
（タンパク・でんぷんのバランスが良くない）

日本標準飼料成分表および飼料分析実測値等をもとに作成した簡易な飼料計算表により、各
給与資材の給与量を入力するだけで、乾物量、可消化養分総量（TDN）値、タンパク量、非繊
維性炭水化物（NFC）量、脂肪量、NFC割合が概算できます。また自家生産した青草、乾草、
サイレージについては、栄養成分のばらつきを考慮し、栄養評価を変動できます（図1）。

園
計算表に関するお問い合わせは、当研究室までお願いします。
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黒毛和種雌牛における肥育前期粗飼料多給が発育および枝肉成緒に及ぼす影響

●背景“ねらい

近年肥育経営は、子牛価格の高騰等により厳しい経営環境が続
いています。その打開策のひとつとして、去勢子牛と比べて価格が

安い雌子牛の活用があり、コスト縮減に寄与するものと考えていま
す。黒毛和種去勢牛においては、肥育前期に濃厚飼料給与量を制
限して良質粗飼料を多給することで良好な発育が得られ、早期出荷
が可能となる「長崎型新肥育技術」の普及が進んでいます。今回、
雌牛においても同様の技術確立に向け、肥育前期における濃厚飼
料からのTDN摂取割合の違いが発育および枝肉成績に及ぼす影響
について検討しました。

表1給与方法

善一屋研究新竹
．大”家7畜”紡碧空

主任窃男貫∴上野“超

肥育前期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肥育中期　　　　　　　　　　　　　　肥育後期

（9－13か月齢）　　　　　　　　　　　　　　　　　（14－19か月齢）　　　　　　　　　　　（20－27か月齢）

鯛配合飼料器蕊諸言語謙語飼料かii器競業謹書後期用飼料3）に切替　諾諜節用鮒’

護衛粗大豆粕晋、月齢にかけて0棚頭から0朋・頭に漸1。～15か月齢にかけて。8kg／目頭から咽頭に漸減

粗鮒　i　イタ崩諾農諾諾給餌　　　器諾謹ノアンライグラス乾草をOkg／目頭に漸減　稲ワラを不断給餌

粗飼料

配合飼料目地体重10kgに要するTDNtの40％を糊飼料か
濃厚　　　　ら摂取する腹部で市順配意同期用飼料かを給与

驚蒜“三馬多給区　…“．。．＝すむ．19－13か月齢にかけて05kg／目頭から08kg／日・頭に漸

粗飼料

5kg／目頭から10kg／目頭に漸増

14－15か月齢にかけて市販肥育後期用飼料3）に切替

14－15か月齢にかけて08kg／日・頭からOkg／日・頭に漸減

14か月齢中にイタリアンライグラス乾草をOkg／目頭に漸減

イダノアンライグラス乾草を不断給餌　　　　　　稲ワラを不断給餌

市販肥育後期用飼料3）
を不断給餌

稲ワラを不断給餌

1）供試牛は各区黒毛和種6頭（1代祖糸桜系4頭1代祖気高系2頭）とし、平成26年11月一平成28年5月に2頭1韓、各区3反復で肥育試験を実施した。

2）市販肥育前期用飼料（TDN730机CP120i。）

3）市販肥育後期用飼料（TDN735気CP1200b）

表2　枝肉成績

整　許諾嵩芯
（％）　（cnf）（kg）i（kg）

粗飼料多給区！27．5
超粗飼料多給区

70971　438　　　　73

450　　　　7

28、71　　　　　　　437　　　　63

833　　　　565 8．1　　　33

735　　　　574　1　76　　　31

両区間に有意差なし
1）県平均．平成28年次長崎県産黒毛和種雌産子の肥育成績平均値

●研究成果 写真　超粗飼料多給区の枝肉

黒毛和種雌牛において、肥育前期に濃厚飼料からのTDN摂取割合を60％および40％に制限し

粗飼料を多給する肥育体系では、県平均と比べて約1ケ月肥育期間を短縮したにも関わらず、
発育および枝肉成績は同等以上の成績が得られました。
※2頭1群による肥育成績であり、より多頭で群飼育する場合は食い負け等によるばらつきが
生じないよう留意が必要です。
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土壌環境基埼調査40年分のデータベース化とその活用

●背景“ねらい　　　　　　　　　　　　（瑞境研究部Fl　土壌肥料研究室）

長崎県では1979年（昭和54年）から、長崎県内の農地に定点（当時約400地点）を設け、5年で1巡
（1999年から4年1巡）しながら、農地土壌環境基礎調査を実施しています。定点は年々少なくなってい

ますが、2018年に9巡目（約60地点）が終了し、40年分の土壌理化学性のデータが蓄積されました。

データは土壌の種類、地目、栽培品目、作土層の土壌化学性（pH、EC、CEC、可給態りん酸、石灰、
苦土、ガ）、全炭素、全窒素等）や物理性（作土深、仮比重、透水係数等）など基礎的なものです。しか
し、データが古く、デジタル化されていないものもあり、データが分散している状況です。

そこで、40年分のデータをデータベース化し、地域や品目、土壌の種類の課題把握や、農業生産基
盤へのデータ活用などに取り組んでいます。

今後の取り組み－
＿＿－＿－」

○長崎県の農地土壌の傾向や課題点を整理
地目や品目について地域の傾向を把握し、課題点を整理し、適切な農地管
理に必要な対策を検討していきます。
○長崎県内の土壌CECマップの作成
土壌の養分保持能力を示すCECは土壌診断時に必要な項目ですが、分析
には時間を要し、現場では測定できません。そこで、このデータベースを活

用し、県内のCECマップの作成に取り組んでいます。データベースの活用で

県内農地の約85％が網羅できました。今後は、残りのデータを収集し、マッ
プを完成させ、GPS等で、圃場のCECを把握できるように取り組みます。

○スマホアプリ「e－土壌図Ⅱ」との連携
日本土壌インベントリー（農研機構）が提供している、スマホアプリ「e－土壌

図Ⅱ」は、GPSでその圃場の土壌分類と土壌の特徴を把握できる無料アプ
リです。Android、iOSともに以下でダウンロード可能です。

（https／／so出nventorvdca什rcgoID／eSoiIMaphtml）

このアプリと連携し、長崎県の「土壌診断基準」および「土壌管理」に関する

情報を提供することで、その圃場の改良方法や土壌管理について知ること
もできます（一般への公開は2019年度末を予定）

園
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図島原半島のCECマップ（作成中）

十十 � 

・地点を選択すると、写真1が出ます。 
・土壌分類名を選択すると、写真2で土壌の特性に関する情報がでます。 
“土壌診断基準と土壌管理を見る場合は、目的（水田、普通畑、ばれいしょ畑、 

草地・飼料作、茶園、果樹園、露地野菜、施設）を選択すると、写真3が出ます。 

実施しています。
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ツバ千林育成技術の開発　　　（森林研究部門）

●背景〃ねらい
長崎県のツバキ油生産量は全国で1位、2位を争う量であり、ヤブツバキが多数自生している五島

列島を中心にツバキ油を生産しています。

ツバキ油の原料となるのはツバキの種子で、これを搾ることによって油を得ることができますが、ヤ
ブツバキは年によって実の豊凶差が大きいことがツバキ油を生産するうえで課題となっています。

また、高木化したヤブツバキから実を収穫するのは非常に手間がかかるうえ、高いところにある実
を収穫しようとして脚立や樹から落下する事故もしばしば発生していることから、効率よく安全に実を
収穫する方法が求められています。

そこで、ヤブツバキの開花と結実の関係について調査し、種子生産量の平準化と高木化の抑制に
効果的な勢定方法、勢定適期を明らかにしていきます。

長崎県のツバキ油生産量　（単位：kI） 

縫．0 

輔．．8888 
実の豊凶差が大きく生産量が安定しない 

開花時期によって結実に差があれば、勇定する枝や時期の指標となる。 
！ ：　　＋ �� ��） 

閤rl闘88陵重量南陽彊 ��」 � 

1月開花　宣言 �靂藍重案寡聞彊 � �百 

4月開花 ����に結実するか？ 

●研究概要

①開花調査 

年∵壷 �雨季‾ 
1　、　　　　　　　　　　　　　　　一　㌧ 

∴÷－ 

腿11－4月　で　　しこ ●書写ニ‾ヽ＝i 

闘関田臨額それぞれに番号が書か 

三宝や←＿。．＿

園

開花時期や開花数を指標とした、種子生産に最適な勇定方法の
普及を目指します。
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温州みかんの生産から出荷をデ‾タ駆動詣謹話競謂藷驚藷
●背景〃ねらい

少子化と高齢化に伴う労働力不足が采刻になるなか、農業の生産性を飛躍的に向上させるために
は、技術発展の著しいロボット“AI・IoT等の先端技術を活用した「スマート農業」の社会実装が急務で

あります。

ながさき西海農協させば広域かんきつ部会（長崎県佐世保地区）は、高品質果実生産のためシート
マルチ栽培導入後長期にわたり、糖度“酸含量を測定した園地データおよび園地区分し出荷された光
センサー選果機データを蓄積しており、そのビッグデータを活用し、マーケットインの視点からニーズに

合わせて出荷調整できる体制の構築に向けたプロジェクトを今年度から2カ年間取り組んでいます。

聖霊塑
①生産管理システム

③労力支援システム

rtん81勝てとつ柑青書eOJr働工賃）いてロしい，岬といつ裏
作教の京イン主義雫田ュシアンツ化

軽輩国群
A等が連携して問題を作成

くきA種がさ重電費＞

くNEC脚1－シ〕カlぐう録、金賞抑合＞

餅▲高話等へ恥投網謡紺支援

・基礎技術を問題集I也ノてスマ布で学

習（収稜方法や出荷規格、摘果等）
・高齢畠寮や新規雇用就禁書・就農

者の基礎技術の菩得に活用
・構築したシステムを多喬雷化して外国

人向け劫を作成、連用
・不定する労力支援を効率化

②病害虫防除“害獣捕獲

八＿＿臓地環境推定システム 
▲一m　騰 10‾ ��病害虫繋蛍雪甑動 

・アメダス等のデータを活用して地 

を 

義認恐＿，－： 晶馨 �若 �　　ヽ，こiO ・スリップスや黒点病、腐敗発生の 予察情報、警報を発信 
イノシシ珊娃労力の軽減 ・既存箱わなの捕獲状況を自動 信カメラで発色し見回既着力を ・殺処分も電気止め刺し器で 従事者の負担を軽減 �配 捕獲 

④選果・貯蔵・出荷システム

l 　　　　　　　　　　阿 

圭　∴十　　　　　　　一一∴ �� 
．・Jii　　　　　r屑　■　一端　′ 

I〇秒　機1． 圃翌日8回　くシフヤ意表農＞ 

懇請薮・）①藷諾諾謂認諾誌 

爾 �②鎮外光→生傷・腐敗守旧ロフィル活性 ③可視光→サイズ色・キズ ④近赤外光→病害・果皮水分等 

三転 業ら加，l冷気す包む貯儀方法 � 

上記の各生産工程における情報について新たにプラットフォームを構築し・生産者が携帯端末で

情報を共有し、生産から出荷までをデータ駆動でつなぐスマート農業技術一貫体系を構築します。

※本実証課題は、農林水産省「スマート農業技術の開発“実証プロジェクト」（事業主体国立研究開発法人

農業“食品産業技術総合研究機構）の支援により実施しています。
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九州沖縄農業試験研究推進会議畜産草地推進部会草地飼料作研究会の開催

令和元年7月16日、17日に令和元年度九州沖縄

農業試験研究推進会議畜産草地部会草地飼料作研

究会が県央振興局で開催され、九州各県や大学等か

ら49名が参加しました。

1日目は室内検討会が行われ、飼料作物の施肥に

関する最新の知見の紹介や、ロボット技術、ICT等を

活用した次世代型スマート飼料生産調製技術の開発

等について、協議が行われました。

2日目は現地見学が行われ、有明飼料混合組合で

のTMR製造や水無用導流堤での肉用牛放牧、極晩生

ギニアグラス「うーまく」の栽培利用を見学しました。

九　州　沖　縄　地　域　マ　ッ　チ　ン　グ　フ　ォ　ー　ラ　ム　の　開　催

令和元年8月28日に九州沖縄地域マッチングフォー

ラムが農林水産省、農研機構九州沖縄農業研究センタ
ー、九州農業試験研究機関協議会主催により長崎大学

環境科学部で開催され、九州各県から生産者、農業団

体、企業、大学、行政機関等127名が参加しました。

フォーラムは、農業の生産現場のニーズを踏まえた研

究の推進と研究成果の迅速な普及を促進するために、

「第1部加速化するスマート農業の展開」と「第2部技

術と品種を活用した地方創生」についての発表があり、

参加者による活発な意見交換が行われました。
提供元：農研機構九州沖縄農業研究センター

大学生インターンシップ研修を受け入れました。

令和元年8月下旬～9月上旬にかけて、3大学

（佐賀大学、宮崎大学、長崎総合科学大学）から4名

の大学生インターンシップ研修を受け入れました。

農産園芸、環境、森林、果樹、畜産の各研究部門

での研修を行い、各専門分野の知見を深めるととも

に、将来の就職先としての貴重な経験を得ることが

できたとの声をいただきました。

園
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女子中高生の理系進路選択支援プログラム「夢セミナ“」「憧れセミナー」への講師派遣

長崎大学地域教育総合支援センターが主催する、女

子中高生の理系進路選択支援プログラム「夢セミナー」、

「憧れセミナー」が令和元年7月30日及び8月22日

に、大村高校及び長崎県農林技術開発センターで

開催され、女性研究員3名を派遣しました。

のべ200名を超す参加者があり、理系職への憧

れ、理系針路へのモチベーションを高めることを目

的に、花き“生物工学、病害虫、カンキツの各研究

室での、研究紹介等を行いました。参加者からは、

夢の実現のために、とても勉強になった等の声をい

ただきました。

女等i＿． �� 
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農林技術開発センター公開イベントが開催されます！！
－ミライo n図書館と農林技術開発センターのコレポレーション企画－

一般県民の方々を対象に、広く長崎県の農林業を知っていただくとともに、農林技術開発センター

で取り組んでいる試験研究の内容や成果をPRすることを目的に、開館したばかりのミライon図書館

（長崎県立長崎図書館）とコラボレーションし、令和2年1月11日（土）に公開イベントを開催します。
今回のテーマは、「みかんのヒミツを解き明かそう」です。ご都合が付けば、ぜひご参加ください。参加
は無料です。詳細は長崎県農林技術開発センター、もしくはミライon図書館のホームページをご覧く
ださい。

1．日時　イベント開催日：令和2年1月11日（土）10時～16時

展示期間：令和2年1月11日（土）～19日（日）
2．場所　ミライon図書館（長崎県立長崎図書館）

大村市東本町481（JR大村駅より徒歩3分）
3．内容

′ヽ　　　（ 

●o● 
ヽ＿＿′ 

（1）イベント開催日
・ミニ講演会　〃糖度測定体験ブース“果樹栽培相談コーナーなど

（2）展禾期間
“研究成果のポスター展示　〃みかんに関する図書の展示

4．問い合わせ先
〃長崎県農林技術開発センター研究企画部門研究企画室　電話：0957－26－3330

〃ミライon図書館（長崎県立長崎図書館）企画〃広域支援グループ電話：0957－48－7702
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発行停ミ長崎県農林技術開 �発センター 
〒854－0063　長崎県諌早市貝津町3118番地 �TEL　O957－26－3330 
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Ag〃0〟れreandFoIeSW乃Cma／Deye伽mentOenter伯的Sa〟〝e／eot（〝a／Goyemmα7［


